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での基礎的な資料として利用する。一方、これらの建物

情報は設計者や施工者にとっては受注のための基礎的な

資料でもあり、そのような立場からの整備・利活用の状

況について大手の設計事務所及びゼネコンの現状の調査

を行った。大手の設計事務所では設計業務に関わる建物

情報を、竣工後の施設物件管理、建物劣化診断・不具合

事象の蓄積データ等と併せた活用を進めたり、不動産管

理の面からのマネジメントへの援用なども行ったりして

いる。今後の展開としては、新規設計へのフィードバッ

クの課題や空きテナント管理の支援などを充実して行く

方向がある。大手ゼネコンでは施工を担当した建物につ

いて遡及しての CAD 化が進められており、建物の不具合

情報および改修工法に関する情報の整備・共有、あるい

は劣化診断システムの構築と活用が進められているもの

もある。 

これら建物情報を含む建築図書は自社内で充分に管

理・活用されている場合がある一方、所有者による管理

が充分でない建物では図面を含めた建物情報の散逸によ

り売買等の際にも不都合を生じるなど、建物情報の整備

状況は建物の補修・改修などの物理的側面のみならず経

済的側面にも影響を与えている。建築図書の管理につい

ては、自社で行うもの、管理者、外部企業に委託するも

のなど状況に合わせた形態が取られている。図面に関し

ては CAD 化も順次進められている。 

 建物情報の蓄積及び公開を通してその利用価値を

高めようとする国内の制度として「マンションみらいネ

ット」がある。(財)マンション管理センターによって運

営されており、契約が締結された集合住宅の建物概要や

管理状況等を保管し、当該管理組合

及び組合員がインターネットを通じ

て閲覧することができる。これらの

情報は部分的に一般に公開され、管

理組合員が他の集合住宅と比較する

ことで自分の集合住宅の管理程度を

把握したり、購入希望者が当該建物

について情報を入手したりすること

が可能である。 

海外における建物情報の整備・利

活用について、行政による取り組み

として、米国の３都市（ニューヨー

ク市、ロサンゼルス市、シカゴ市）

における建物に関する公的な情報閲

覧制度について調査を行い、建物情

報の整備状況および利活用の可能性

について把握した。これらの市では

建築許可申請時に提出した書類は当局により保管されて

おり、閲覧、入手、内容によってはインターネット上で

閲覧することが可能であり、建物図面の複写も所有者の

許可を得るなど一定の条件の下に可能である。改修工事

などに際してそれらの保管された情報を利用することも

可能であり、建物の所有権の移転等にあたって建物情報

が逸散した場合でも相当程度の建物情報の入手が可能で

あり、建物の長期的運用を行っていく際の社会的基盤と

して位置付けることができる。 

［研究結果］ 

２年間の研究において、建物情報の整備・利活用に

ついて、国内建物および国内外の制度を中心に現状の把

握を行った。国内では各主体が各々の必要ベースで整備

している現状を捉えることができた。米国の３自治体の

事例を通しては公的な情報インフラの一部としての建物

情報の保管・維持および必要に応じた開示がされている

ことを把握した。

 今後は建物を長期的に運用する際に発生する各種工事

の中で建物情報が実際にどのように利活用されるかに焦

点を移して研究を進めて行くこととなる。平成 18 年度

～平成 20 年度重点的研究開発課題「既存建築ストック

の再生・活用手法に関する研究」のサブテーマの中で検

討を進めていく予定としている。

［参考 URL （2007 年４月現在）］

マンションみらいネット

 URL: http://www.mirainet.org/ 

Buildings Information System (New York City) 

 URL: http://a810-bisweb.nyc.gov/bisweb/bsqpm01.jsp 

図 1 Web による建物情報の公開

  左：マンションみらいネットでの建物概要表示（同ネットのサイトより）

  右：Buildings Information Systemの検索画面（NewYork市のサイトより）
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Abstract：This study aimed to quantitatively evaluate the effects of greening buildings and sites to improve urban environment. 
The quantity of the reflected solar radiation and the long wave radiation was measured for (1) the walls covered with the greening 
panels of different type and (2) the concrete wall painted white. MRT (Mean Radiant Temperature ) which shows the radiation 
environment was calculated from the result of the measurement. MRT for the walls covered with the greening panels was about 
11℃ lower than the one for the concrete wall painted white. Analysis of the heat balance showed that there was a prominent 
correlation between the latent heat flux and the net emission and that the latent heat flux from the greening panels was about 60% of 
the net emission. Then the distribution of MRT at the existent urban block in Tokyo was analyzed by CFD (Computational Fluid 
Dynamics) method and it was found that MRT could be reduced for 5 ℃ at the maximum by greening 20 % of building rooftop and 
the ground, and south and west wall of buildings until the height of 30 m.

［研究目的及び経過］ 

ヒートアイランド現象を緩和するための主要な対策

として、地表面被覆の改善策が挙げられ、緑地面積を増

大することが有効であるとされている。高度に密集化し

た都市市街地に大規模な緑地を面的に確保することは難

しく、建築物の緑化等により緑地面積を拡大することが

必要とされている 1)。建築物の緑化に関して、屋上緑化

の技術についてはすでに多くの技術開発や普及が進んで

いる段階にあり、そのヒートアイランド緩和効果に関し

ても多くの研究例が見られ 2)、3)、植物の蒸発散による表

面温度の低下や顕熱の低減といった効果が実験や実測に

よって明らかにされている。しかし、壁面緑化に関して

は、その温熱環境改善効果について、日射遮蔽に関する

評価 4)、5)はあるものの、放射収支や熱収支特性などの定

量的な評価についての研究蓄積は十分とは言えない。

そこで本研究では、壁面等の建物緑化による街区レ

ベルでの温熱環境改善効果を定量的に評価することを目

的として、屋上緑化に比べ基礎データの蓄積が乏しい壁

面緑化の放射収支と熱収支について実験計測を行うとと

もに、実在街区モデルにおいて建物の屋上や壁面での緑

化による温熱環境改善の状況を CFD 解析によるシミュ

レーションにより検証した。

［研究内容］ 

建築研究所の建築環境実験棟 1 階屋上部に植物種の異

なるパネル型の壁面緑化試験体(タテ 3.6m×ヨコ 3.6m)

を 1 基ずつ設置して、放射収支・熱収支の実験・計測を

行った。使用植物は、ヘデラヘリックスとアメリカツル

マサキを使用した。計測は、2004 年 8 月と 2005 年 8 月

に行った。これらの緑化試験体を用いて、コンクリート

壁との比較により、壁面緑化による放射収支と熱収支特

性について、実験計測より検証し、温熱環境改善効果に

ついて定量的な評価を試みた。

壁面緑化の放射収支特性では、日射反射率、平均放

射温度(MRT)等を比較した。また、壁面緑化の熱収支

特性では、蒸発散量の計測から正味放射量と潜熱フラッ

クスの関係を解析した。さらに、計測値から対流熱伝達

率等の入力パラメータを求め、実在街区をモデルとして、

屋上や壁面等建物緑化の違いによる街区内の温熱環境の

変化の様子について CFD 解析手法を用いてシミュレー

ションし、定量的な評価を試みた。

［研究結果］ 

(1)壁面緑化による放射環境特性

緑化パネル材の日射反射率を計測した結果では、日

中の平均が植物パネルでは 0.22 から 0.23 の値を示した

のに対して、コンクリート壁では 0.68 と高い数値を記

録した。また、グローブ温度計の計測値等から MRT 

(Mean Radiant Temperature)を算出した。MRT は、暑さ

感を示す体感指標の一つで、周囲の全方向から受ける熱

放射を平均化して温度表示したものである。具体的に、

以下の式で算出した。

 －Ｔ　 　 ｄggTRM T 73.2 V T 
 

 ここで、Tg：黒球グローブ温度 [℃]、

 Td：乾球温度 [℃]、 V：風速 [m/s] 
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図－1 MRT の経時変化

図－2 潜熱フラックスと正味放射量の関係

図－1 より、最大ピークの 11:00 の時点では、コンク

リート壁が 91.8℃であるのに対して緑化パネルのヘデラ

ヘリックスが 80.9℃、アメリカツルマサキが 78.5℃であ

り、コンクリート壁に比べ約 11～13℃緑化パネルの方

が低い値を示した 6)。

(2)壁面緑化の熱収支特性

図－2 は、蒸発散量の計測値から算出した潜熱フラッ

クスと放射収支の計測値から求めた正味放射量との関係

を示したものである。これより、潜熱フラックスと正味

放射量との間には、正の相関が認められ、正味放射量の

上昇に伴い、潜熱フラックスも上昇する傾向にある。回

帰直線の傾きより、正味放射量の約 60％が緑化パネル

からの蒸発による潜熱として消費され、約 50％が植物

からの蒸散による潜熱として消費されることが推察され

た。

(3)街区レベルでの温熱環境シミュレーション

実験計測より得られた壁面緑化での日射反射率・対

流熱伝達率等の基礎数値を入力パラメータとして使用し、

東京都千代田区大手町の実在街区を GIS データからモ

デル化し、MRT、SET＊(標準新有効温度)について

CFD 解析手法を用いてシミュレーションを行った。

図－3 より、MRT の分布では、緑化なし(ケース 1)に比

べ、地表面と屋上の 20％緑化(ケース 2)では、最大で

2℃の低減、建物南・西面 30m 壁面緑化(ケース 3)では、

ケース 2 に比べてさらに最大で 3℃の温度低下が見られ、   

街区内の屋上緑化等に壁面緑化を組み合わせることによ

り、街区の温熱環境の改善が見られた。

ケース１(緑化無し)

ケース 2(屋上・地表面 20％緑化)

ケース 3(ケース 2＋壁面南・西 30m 緑化)

図－3  MRT の分布

［参考文献］

1) 関係府省連絡会議：ヒートアイランド対策大綱：環境省

2) 萩島理他(2004)大規模な階段状緑化屋根を有する建築物周

辺の微気象に関する実測調査、日本建築学会環境系論文集

577、47-54 

3) 三坂育正他(2005)軽量・薄層型屋上緑化技術のヒートアイ

ランド緩和効果の定量評価に関する研究、日本建築学会技術

報告集21、195-198 

4) 梅干野晃、山下富大(1983)つる植物によるベランダ植栽の

日射遮へい効果に関する実験研究、日本建築学会建築環境工

学論文集、141-146  

5) 梅干野晃・茶谷正洋・八木幸二(1985)ツタの西日遮へい効

効果に関する実験研究、日本建築学会計画系論文報告集、

11-17 

6) 鈴木弘孝・三坂育正・水谷敦司・田代順孝 (2006) WBGT、

SET＊による壁面緑化の温熱環境改善効果の評価、ランドス

ケープ研究 69(5)、441-446

20.0

40.0

60.0

80.0

100.0

0:00 3:00 6:00 9:00 12:00 15:00 18:00 21:00 0:00

時刻

M
R
T
[℃

]

ヘデラヘリックス

アメリカツルマサキ

白色コンクリート壁

8月21日

y = 0.61x + 85.01
R2 = 0.657

y = 0.48x + 33.23
R2 = 0.774

0

100

200

300

400

500

100 200 300 400
正味放射量(W/㎡)

潜
熱

フ
ラ
ッ
ク
ス

(W
/㎡

) 蒸発散量

蒸散量

平成 18 年度に終了した研究開発

【運営費交付金による研究開発】


